
P2-07

保育施設における音環境の現状と課題 その 2
-「保育の質」の向上にむけて室内音環境の改善ができること一
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志社大学赤ちゃん学研究センタ_.2保育施設の室内音環境改善協議会

.3ァ _ト チャイル ドケア (株 )

1.問題の所在
昨年度、日本赤ちゃん学会 「保育環境」部会が発足 し活動を始めた。その活動と連携 して音環境に

特化した「保育施設の室内音環境改善協議会」も活動を開始 した。本協議会は、幼稚園や保育所、子

ども園の保育室の音環境を改善することで、より良好な保育が進められることを目指している。具体

的には、園 。所の保育関係者ならびに建築設計の関係者に、保育室内の音の状況を知ってもらい、「静

穏な音環境」が保育の質を下支えすること、また乳幼児の発達に支障がない音環境を提案する活動を

行っている。実際の音環境の現状と、その中で赤ちゃんや幼児が長時間生活する状況を知ることで、

日々の保育室内での活動がどのような「音のレベル」なのか、さらにはそ うした環境が生起させる間

題点に気づいてもらうためである。

近年、多様な視点から「保育の質」についての検討がなされているものの、保育が実施されている
「室内のハー ド面」については殆ど言及されることは無い。しかし、これまで我が国においては重要視

されてこなかった施設内の室内の音環境保全に関 しては、諸外国では国としての規準等が設定されて

お り、保育室内の音環境は良好な状況が保障されている。翻つて日本ではようやく昨年 6月 、日本建
築学会から「学校施設の音環境保全規準・設計指針」註

1)が
改訂され、新しく「保育施設の音環境」が

掲載され、保育室内の残響時間について「推奨値」を 0.4秒 (単一クラス利用 。125m3程度)と 示 した。
この規準で示された値の重要性は、保育に関係する者に周知する必要があると考える。
2.保育室内環境の「喧曝感」がもたらしているもの
保育室内での音環境は、非保育関係者には 「大音量」と受け止められても、実際の保育の場では可

視化されることもないため、習慣 として受け止められ実際の「音量」を重要視することは殆ど無い。

乳幼児が長時間過ごす保育施設の中の音環境がより適切なものであることは、成長・発達にも重要な

意味を持つことは明白である。最近知 られるようになってきた乳幼児期の 「聞こえ」の能力が未だ発

達過程にあること、また成人のそれとの違いも指摘されている
1)2)3)。
しかし、こうした情報が保育に

かかわる者に情報として十分届いていないことも現実なのである。

3.音 環境の可視化の意義
最近は ICTセ ンサーやカメラを利用 して、保育室の保育者 。子どもの活動状況や室内の温・湿度変
化を可視化する園も見受けられ、こうしたデータの収集・解析を通して情報共有する取 り組みは 「音」
の環境にとっては重要な方法と考える。なかでも、子どもの声を騒音と提え近隣から「窓の開鎖」や

園庭等での活動時間の強制的制限も増えてきており、コロナ禍においては喫緊の課題といえよう。
このポスターセッションでは実際に「音環境」を改変した園長・保育者からの情報を示し、「音環境
の可視化」を中心に保育室の音環境の変化とその意義について、参加者 と共に話 し合いができるよう

にしたいと考えている。例えば、保育室内から喧躁感が減る音環境の変化で、「保育の質」の向上がど

のような形でなされるか、具体的な状況の改善がもたらすものを共有 したい。また「保育施設の室内

音環境改善協議会」詫
2)が
現在企画している、子どもと保育者にとつて快適な音環境の実現に向けての、

室内騒音を減じるサポー トについても共に考える時間を持ちたい。

誰 1:「学校施設の音環境保全規準・設計指針」 (AⅡ ES‐ S0001‐ 2020)日 本建築学会 ,86‐94_

註 2: hps:施 oiku―otokaよ yo.orノ
1)嶋円 (2014).「赤ちゃんの『聞こえ』のしくみ」,保育ナビ,5-2,フ レーベル館,69‐ 71
2)嶋田・志村・小西 (2019).「 環境音下における幼児の選択的聴取の発達」,日 本音響学会誌,75‐ 3,
112‐ 117.

3)小西・志村 (2020).「赤ちゃん学からみた音響学」,日 本音響学会誌 ,76‐2,85-92.
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